
【御殿場市・裾野市・小山町】 富士山東麓エコガーデンシティ地域循環共生圏

 

目指す姿
富士山麓の豊かな自然環境を守り、育て、磨き、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脱炭素を実現する持続可能な環境先進地域

取組内容

○環境に優しいエネルギーの地産地消
• ゴミ焼却熱発電や木質バイオマス発電等再生可能エネルギー利用拡大
• マイクロ水力発電導入等官民連携の脱炭素技術開発・普及の促進

○森林の保全と利活用
• 森林管理の適正サイクルの構築による森林のCO2吸収量増大及び災害発生リスク

の低減
• 木材の地産地消を図る「木育」推進
• デジタル地域通貨で活用できるエコポイント付与により、住民等の環境保全活動へ

の意欲醸成や森林保全の担い手確保

○脱炭素化に向けた産業構造への転換
• 環境重視型工業団地の整備及び既存工業団地への展開
• 自家用車や路線バス等での水素自動車の積極的推進による環境先進地域ブランド

構築及び水素関連企業の誘致・発展の土台づくり

コンセプト

【地域資源の活用と循環】
• 自然環境を活かした再生可能エネルギー由来の電力を環境重視型工業団地等で 

活用するとともに、売電益等をデジタル地域通貨の原資として環境保全活動の対価
に活用

• 適切な森林の育成に見合ったカーボン・オフセットを森林保全に還元

【循環拠点区域】

　《産業拠点》　・富士御殿場工業団地　　       　・（仮称）神場南地区工業団地
　　　　　　　　　・（仮称）夏刈地区工業団地　　　・（仮称）須山地区工業団地

　《再エネ利用拠点》　・木質バイオマス発電・熱利用施設（小山湯船原）
　　　　　　　　　　　　　・木質バイオマス熱利用施設（須走）

【ふじのくにフロンティア地域循環共生圏】
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売電益等

■水素需要の拡大

■環境重視型工業団地の整備

■持続可能な森林管理

■「木育」や環境保全活動の促進

【地域を巻き込んだ循環の促進】
  ・脱炭素新技術の開発・普及
  ・デジタル地域通貨の運用

■再エネの利用拡大
(木質バイオマス発電整備等)

再エネ技術の展開

再生可能エネルギーの循環
（ＦＩＴ売電等活用）

（エコポイントのデジタル付与）

再エネ技術の展開

カーボン・オフセット
による促進原資の創出


